
平
地
林
や
里
山
林
の

整
備・保
全
を
支
援
し
ま
す

①
事
業
の
対
象
条
件

　

・�

民
有
林
ま
た
は
事
業
実
施
後
に
森
林
と
な
る
こ
と
が
確
実
な
区
域
で
あ
っ
て
、
地

域
の
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
区
域

　

・�

市
町
村
と
森
林
所
有
者
等
に
お
い
て
、
10
年
間
の
森
林
の
転
用
禁
止
な
ど
を
定
め

た
森
林
保
全
管
理
協
定
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な
区
域

②
実
施
で
き
る
内
容

　

・�

植
栽
、
刈
払
い
、
整
理
伐
、
枝
打
ち
な
ど
の
森
林
整
備
の
ほ
か
、
作
業
道
の
開
設

や
木
柵
な
ど
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
整
備
の
例

　

・�

平
地
林
、
里
山
林
の
整
理
伐
等
整
備

　

・
通
学
路
等
道
路
沿
い
の
森
林
整
備

　

・
森
林
に
侵
入
す
る
竹
の
駆
除

　

・
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）
対
策
と
し
て
の
里
山
林
整
備

【
募
集
期
間
】平
成
30
年
8
月
末
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】	

◎
農
政
課（
内
線
5
3
0
）

	

◎
茨
城
県
県
央
農
林
事
務
所
林
業
振
興
課

	

　
T
E
L 

0
2
9
―
2
3
1
―
2
0
7
9

　

県
で
は
、
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た
「
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
」
に
よ
り
、

荒
廃
し
た
平
地
林
や
里
山
林
の
手
入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
近
く
に
手
入
れ
が
必
要
な
平

地
林
や
里
山
林
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

笠
間
の

歴
史
探
訪

元
笠
間
市
立
美
術
館
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「
閉
館
し
久
し
き
市
立
美
術
館

　

��

在
り
し
な
が
ら
の
格
子
窓
み
ゆ
」

　

閉
館
し
た
笠
間
市
立
美
術
館
の
建
物
は
、

佐
白
山
ろ
く
公
園
内
に
往
時
の
姿
の
ま
ま

ひ
っ
そ
り
と
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
館
の

設
立
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
り
ま
し

た
。

　

終
戦
後
間
も
な
く
、
笠
間
町
長
の
根
本
政

太
郎
（
後
に
笠
間
市
名
誉
市
民
）
は
、
こ
れ

か
ら
の
笠
間
町
を
「
文
化
と
芸
術
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
構
想
か
ら
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に
笠
間
町
立
美
術
館
を
創
設

し
ま
し
た
。

　

美
術
館
の
建
物
は
、
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
に
明
治
天
皇
が
行
幸
さ
れ
て
、

宿
泊
さ
れ
た
西
茨
城
第
一
高
等
小
学
校
の
校

舎
が
、
国
の
特
別
史
跡
（
行あ

ん
ざ
い
し
ょ

在
所
）
と
し
て

保
存
さ
れ
、戦
後
史
跡
が
解
除
さ
れ
た
の
で
、

こ
の
二
階
建
て
の
校
舎
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

同
館
の
美
術
品
に
は
、
近
隣
市
町
村
の
当

時
の
国
宝
仏
像
を
直
接
石
膏
で
型
ど
り
を
し

て
安
置
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ピ
ー
仏
像
は
、

そ
の
後
「
文
化
財
保
護
法
」
に
よ
り
、
同
手

法
で
は
コ
ピ
ー
が
出
来
な
く
な
り
、
笠
間
の

石
膏
仏
像
は
日
本
で
唯
一
の
作
品
で
す
。
開

館
式
は
十
一
月
一
日
に
彫
刻
家
平ひ

ら
ぐ
し
で
ん
ち
ゅ
う

櫛
田
中
の

揮き
ご
う毫
に
よ
る
看
板
（
現
存
）
を
掲
げ
、
開
眼

供
養
に
は
東
大
寺
官
長
の
北
河
原
公
海
大
僧

正
の
導
師
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
常
土
社
会
員
の
筆
に
よ
る
十
五

点
の
笠
間
の
歴
史
画
や
奈
良
薬
師
寺
や
兵
庫

県
鶴
林
寺
の
仏
像
も
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
町
営
の
美
術
館
と
し
て
世
界
の
美
術
年

鑑
に
も
登
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
で
は
菊
ま
つ
り
の
菊
人
形
入
館
料
と

共
通
券
に
し
た
り
、
各
種
展
覧
会
を
開
催
も

し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
市
立
に
な
り
ま

し
た
が
、
同
三
十
六
年
に
入
館
者
の
減
少
と

諸
経
費
な
ど
で
閉
館
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
明
治
中
期
の
建
物
で
、
教
育
、

天
皇
の
御
座
所
、国
史
跡
と
歴
史
が
刻
ま
れ
、

戦
後
の
笠
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
の
役
目

を
果
た
し
ま
し
た
。
新
笠
間
市
の
市
民
憲
章

に
「
歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、
豊
か
で
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
に
」
が
あ
り
ま
す
が
、

同
館
の
存
在
は
そ
の
原
点
で
す
。
北
茨
城
市

五
浦
の
六
角
堂
と
同
様
、
笠
間
市
で
も
長
く

保
管
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
市
史
研
究
員　

小こ
む
ろ室�

昭あ
き
ら
）

元笠間市立美術館
（笠間市ふるさと資料館）
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